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水道データを活用した空き家推定システムの構築について 

 

１ 要旨・目的 

県内の効果的・効率的な空き家対策を推進するため、水道使用量や水道閉栓情報などの水道デ

ータから建物の利用状況を分析し、空き家と推定される建物（以下「推定空き家」という）を抽

出・可視化するシステム「広島県空き家推定システムATLAS（ｱﾄﾗｽ）」を構築した。 

２ 現状・背景 

○ 本県では、平成26年度に市町や民間団体と連携して「広島県空き家対策推進協議会」を設置

し、県全体の空き家対策の取組方向をとりまとめた「広島県空き家対策対応指針」の策定や、

市町の実務者向けのガイドラインの整備などに取り組んできたところである。 

○ 今後、人口減少に伴う空き家の急速な増加が見込まれ、空き家の実態（数や分布、危険度な

ど）を適時把握し、計画的に対策を推進することが一層重要となる中、各市町が実施する「空

き家実態調査」は、調査の煩雑さなどの理由により５年から10年に１回程度の実施に留まって

おり、施策対象である物件や所有者等を十分に把握できていない。 

３ システムの概要（詳細は別紙参照） 

（１）利用者 

   県・市町の空き家対策担当者（空き家の位置情報は個人情報保護や防犯上の観点から公開できないため） 

（２）利用方法 

① 各市町において、管内の水道事業者から「全世帯の直近１年間の水道データ」を取得し、 空

き家推定システムにアップロードする。 

② 空き家推定システムに実装しているAI推定モデル（過去の空き家調査結果などから空き家の

発生傾向を学習した推定モデル）＊が水道データ等を分析し、推定空き家を抽出する。 

③ 推定空き家の地図表示、インフラマネジメント基盤DoboXに登録されているデータ（災害リ

スク、用途地域、公共施設情報など）との重ね合わせ、データ出力などの機能を利用する。 
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（３）予算（国費１／２） 

・空き家推定手法の調査及び精度検証 13,904千円 

・空き家推定システムの構築      6,047千円 

（４）事業効果 

本システムの活用により、市町における空き家の実態把握が省力化され、効率的な現地パト

ロールによる危険な空き家などの早期発見や、空き家の立地環境に応じた所有者への情報提供

（空き家バンク登録、補助支援策の活用等）の促進などが図られる。 

４ 今後の対応 

 今年度から運用を開始し、各市町における定期的な空き家実態調査を推進していくとともに、

市町の利用状況も踏まえながらサービスの改善に努めていく。（現時点で17市町が利用予定） 

 

【参考１】空き家推定システムの分析範囲 

区 分 分析範囲 左記に限定される理由 

エリア 都市計画区域内 

水道データなどを紐づける「建物データ」に都市計画基礎

調査（都市計画区域内を対象とした調査）のデータを採用し

ているため。 
※民間サービスの有償データなどを用いれば都市計画区域外についても

分析可能（現時点で対象外） 

建 物 

水道事業者が供給する水道の

使用履歴がある戸建住宅 

（閉栓している建物も含む） 

井戸水を利用している建物や共同住宅は、分析に必要とな

る住戸別の水道データが取得できないため。 

 

【参考２】推定空き家データの利活用事例（ユースケース） 

●危険な空き家や適切に管理されていない空き家の早期発見 

推定空き家のリストを基に現地パトロールを実施し、特定空家や管理不全の恐れがある空き家を発

見するとともに、所有者に対して早期に指導・助言を行い適切な対応を促す。 

●空き家対策総合計画・年度計画の策定 

小地域単位や区域単位（都市計画区域、用途地域、土砂災害警戒区域など）の推定空き家の戸数・

割合を集計し、空家等活用促進区域など重点的に対策する地区の指定や具体的な施策を計画する。 

●空き家バンクへの登録や補助支援策の利用促進 

推定空き家のポテンシャル（立地環境、建物構造や築年数など）を踏まえ、所有者等に対して空き

家バンクの登録ガイドや補助支援策のパンフレット、セミナーの案内など適切な情報を提供する。 

●空き家対策に取り組む民間団体や大学などとの連携（集計データの共有など） 

地域別集計データを空家等管理活用支援法人や大学などと共有し、所有者への相談対応や活用提案、

学生によるフィールドワークなどの取組を支援する。 

●まちづくりや防災・防犯対策など多様な分野におけるデータ活用 

推定空き家データを居住誘導区域や用途地域などと重ね合わせて分析し、空き家を活用した地域活

性化、移住促進などの施策立案のほか、消防や警察における防災・防犯対策などで活用する。 

●空き家の水道管破裂による漏水・断水被害の防止 

水道使用量が少ない建物は冬期に水道管の凍結リスクが高いことから、推定空き家のリストを基に

巡回調査・点検を実施し、水道管破裂による漏水・断水被害を防ぐ。 

 






